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　ＬＧＢＴＱを始めとする性的マイノリティ（少数者）は、約10人に

一人と言われています。単純に「女性」、「男性」に分けられない私たち

の「性」。その多様性を個性として、認め合うことが大切です。

　「自分が着たい服を着たい」、「好きな人と

一緒にいたい」…。ＬＧＢＴＱを始めとする

性的マイノリティ（少数者）は、社会の偏見

などによって、様々な思いがかなえにくい状

況にあります。「生まれたときの性別に違和

感がない」、「好きになるのは異性」…。それ

が当たり前とされる中で、子どものころから

「自分は変なのではないか」と悩んでいたり、

誰にも言うことができずに孤立している人た

ちもいます。

●自分の性別等に違和感を持ち始めた時期は

　自分の性的指向に気づいた年齢は13～14歳

が最も多く、性別に対する違和感を持ち始め

た時期は小学校就学前という人が56.6％との

調査結果があります。また、小中高校生活の

中でのいじめ被害経験率は58.2％との報告も

あります。

　「自分の周りには性的マイノリティはいな

い」と思っている人は少なくありません。性

的マイノリティは約10人に一人いると言われ

ています。身近に「いない」のではなく、「見

えていない」のかもしれません。学校や職場

などの身近なところで生きづらさや困難を感

じている人たちがいます。

●学校で　▶「おかま」、「気持ち悪い」など

と言われて傷ついた　▶先生に打ち明けたの

に、理解してもらえなかった　▶男女別の更

衣室やトイレが使いづらかった　▶自認する

性ではない制服を着るのが嫌だった

●職場で　▶カミングアウトをしたら内定を

取り消された　▶上司や人事担当者に打ち明

けたら、ほかの人に勝手にアウティングされ

た　▶同性のパートナーが家族として認めら

れず、手当や休暇などを利用できなかった

●日常生活で　▶何度も書類と見比べられ、

窓口に行きづらくなった　▶パートナーが入

院したが、家族と認められず、治療内容の説

明等が受けられなかった　▶同性カップルで

あることを理由に、賃貸住宅への入居を断ら

れた

　性的マイノリティの課題を理解し、支援す

る人をA
ア ラ イ

llyといいます。身近な人を傷つけな

いためにも、性の多様性について知り、それ

ぞれの性のあり方の違いを尊重していくこ

と、誰もが自分らしく過ごせるよう、性別な

どに関係なく、個性や能力を発揮できる環境

を作っていくことが大切です。

●まずは第一歩。日常生活を見直してみよう

　▶多様な性に関する正しい知識を身に付け

る　▶ほかの人の性を決めつけない　▶「男

らしさ」、「女らしさ」を無理に押し付けない

▶身近に当事者や関係者がいるかもしれない

と思って行動する　▶性に関することでいじ

めたり、笑いのネタにしない

●性別を強調する表現などにも気をつけよう

①性別や関係性を決めつけるような表現は言

い換えてみましょう。▶彼女・彼氏、夫・妻

→恋人、パートナー　▶息子さん・娘さん→

１番目のお子さん、２番目のお子さん

②性的マイノリティの皆さんが不快に思うよ

うな言葉を使うのはやめましょう。▶ホモ、

レズ、おなべ、おかま、あっち系など
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の頭文字をとった言葉。性

的マイノリティの総称としても使われま

す　▶カミングアウト　自分の性自認や

性的指向を打ち明けること　▶アウティ

ング　本人の了解を得ずに、他者に性自

認や性的指向などを伝えること。絶対に

行ってはいけません

お問い合わせは

男女共同参画センター
４85-7088へ

　私たちの性は、主に４つの要素で構成さ

れています。その性のあり方は段階的に色

が変わる様子に例えられ、グラデーション

とも言われています。

　人によって、捉え方に差があり、組み合

わせも様々。その違いが性の多様性です。

　自分が認識している性。身体の性と心

の性が一致しない人や男女のどちらでも

ないと感じる人もいます。

　魅力を感じる相手の性。同性や複数の

性にひかれる人、いずれの性にもひかれ

ない人もいます。

　生まれたときの生物学的な性。

男女のどちらかに分けられるのではなく、

一人ひとりに多様な発達が見られます。

　言葉遣いやしぐさ、担いたい役割など、

自分を表現する性。ファッションやメイ

クなど表現方法は様々です。

▲ナイスさんかく
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市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円
(92.6％増)

30億858万円
(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円
(2.7％増)

34億5,624万円
(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円


